
























































































社会会計行列 (SAM=Social Accounting Matrix) とは，Richard Stone の指
導下にケンブリッジ成長モデルに基づいて開発された国民所得，支出勘定
と産業連関表とを結合するマクロ経済データの枠組みであり，国民経済計
算の標準形式である現在の SNA=System of National Accounts の原型と
して知られている。社会会計行列は１９７０年代から，発展途上国の所得分
配に焦点を当てた援助政策の効果予測のためのデータ枠組みとして，Gra-











ここで，Rutherford and Paltsev (1999) の表２．１を使い，社会会計行列
と産業連関表の関係を見ておこう。特定の国あるいは地域の経済における
さまざまな部門間の経済取引の流れを記録している産業連関表は，中間投
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(3.2) y  Ay x
と表せる。ただし，y は社会会計行列の最初の n 行に相当する部分行列
N +G の行和からなる列ベクトルである。(3.2) より，乗数分析の基礎と
なる
(3.3) y  (I A )1x
が得られる。乗数分析では，(I A )1 を不変と見なして，政策変数 x を
外生的に変化させたときの内生変数 y を求めて，政策の効果を定量的に
把握する。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中村靖 (2000a)，「社会会計表 (SAM) の乗数分析手法－１９９０年英国 SAM の乗数
分析と構造パス分析（１）―」『横浜国立大学エコノミア』第５１巻２号。
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